
 

2022 年度 保健医療技術学部-大学 保健医療技術-看護 (F0007076) 

 

科目名 運動学 

英文科目名 Kinesiology 

担当教員 山崎敦 

授業形態 講義 

学年 1 年 クラス 2 開講学期 後期 単位区分 選択 単位数 1 

ディプロマ

ポリシー 

・豊かな人間性と高い倫理観、幅広い教養を身につけ、他者を思いやり、尊重できる。 

・十分なコミュニケーション力をもって援助的人間関係を築ける。 

・個人、家族および地域社会の人々に対して、それぞれの健康レベルに応じて専門的知識と技術を駆使して、エビデンスに基づいた看護を実践ができる。 

・看護専門職としての機能の発揮に努め、関連分野の人々と連携・協働できる。 

・様々な価値観や文化を持つ他者を理解し、適切な支援ができる。 

・他者からの評価を謙虚に受け止めるとともに的確な自己評価ができ、探求心をもって自己研鑽できる。 

授業の目的 

・ 

到達目標 

【一般目標】 

生物学や物理学、さらには解剖生理学などの基本的知識に基づき、身体運動の基本事項について学ぶ。その上で、運動器に関する基本事項を理解することが到達目標である。   

【行動目標】 

１．運動器を中心とした解剖生理学的知識を整理して，その概要を説明できる。 

２．姿勢や歩行、移乗動作などのバイオメカニクスの基本的知識を学び、その概要を説明できる。 

授業概要 

第01 回 運動学総論 

第02 回 骨の構造と機能 

第03 回 関節の構造と機能 

第04 回 神経系の構造と機能１ 

第05 回 骨格筋の構造と機能１ 

第06 回 骨格筋の構造と機能１ 

第07 回 運動のバイオメカニクス１ 

第08 回 運動のバイオメカニクス２ 

学習演題 

 

予習・復習 

第１回目の予習として，日常の運動と重力の関係を考えておくこと。 

復習としては，事前に配布している関連領域の国家試験問題を実際に解いてみること。 

第２・３回目の予習として，解剖学のテキストの骨・関節の項を読み，知識の整理を行うこと。 

復習としては，事前に配布している関連領域の国家試験問題を実際に解いてみること。 

第４回目の予習として，解剖学のテキストの神経系の項を読み，知識の整理を行うこと。 

復習としては，事前に配布している関連領域の国家試験問題を実際に解いてみること。 

第５・６回目の予習として，解剖学のテキストの骨格筋の項を読み，知識の整理を行うこと。 

復習としては，事前に配布している関連領域の国家試験問題を実際に解いてみること。 

第７・８回目の予習として，第２～６回目の授業内容を復習しておくこと。 

復習としては，事前に配布している関連領域の国家試験問題を実際に解いてみること。 

＊１回の授業に対する予習・復習時間は，合計で４時間程度とする。 

授業方法 Power Point を用いた講義（一部簡単な実技を実施） 

成績評価 

の基準 
筆記試験（マークシート形式） 

教科書 9784260031714 坂井建雄、岡田隆夫：系統看護学講座 専門基礎 人体の構造と機能１ 解剖生理学 第10 版．医学書院，2018． 

参考書 
9784758102582 山﨑 敦：PT・OT ビジュアルテキスト専門基礎 運動学 第２版．羊土社，2022． 

9784260000208 伊東 元・他（編）：標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 運動学．医学書院，2012． 

実務経験の

ある教員に

よる授業 

 

実務経験の

内容 

- 
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実務経験の

当該科目へ

の活用 

- 


